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はじめに

　子が親に似てくる現象の根底には，受精卵のな

かに在って発生の命令文を秘めている多数の遺伝

子の働きがあります。遺伝学は，この遺伝子との

関連のもとに生命現象を解明する学問であります

が，その最大の特色は，分析的・専門分化指［ii川勺

であると同時に，遺伝rを共通項として，すぐれて

総合的・学際的な性格を具えている点にあります。

そのため遺伝学は，従来から生物学の一分野にII．

どまらず，農学・医学などの応用分野とも深い関

わりを持ってきましたが，今日では広く生命科学

の中核的役割を担うようになりました。

　国立遺伝学研究所は，こうした遺伝学に関する

総合研究を行う中枢機関として，昭和24年に文部

省直轄下に設；置されました。これは，関係学会の

強い要望に従って，特定の大学・学部に偏ることなく，全国の大学と研究および人事の交流

をはかれるようにとの趣旨に基づくもので，（／〉　Hならば当然，共同利用機関となるべきとこ

ろを）当時の制度の枠内で所lli害機関とされたものであります。

　その後の35年間，’1］研究所は地道な研鐙と粘進を屯ね，文化勲章・学1：院賞，関連学会賞

など内外からの栄誉授り’をふくめ数多くの優れた業績をLげ，国際的にも広く知られるよう

になりました。一一ノ∫，近年における遺伝学の目ざましい進歩はバイオテクノロジーの技術革

新をもたらし，それか生命科学のあらゆる分野に利川されるようになりましたか，これに伴

って，大学や企業の研究者と共同研究を推進する必要性が益々高まっております，、こうした

学問の趨勢と社会的要lilllに対応するため、’1］研究所は昭和59年4月，　l　lUl大学jl□”j不｜川」機関

に改組転換され，名実ともに遺伝学の研究センターとして発足することになりましたd，

　改組後まだ日が浅いのでありますか，公募による共同研究・研究U三会の件数は毎年着実に

伸びており，大学院学生等の受人も実施しています、，昨年度は遺伝情報研究センター．一棟か竣

11し，電算機のレベル・ア・・プと共にDNAデータバンク‘1喋が発足しましたt、しかUU・」

利用機関としての実を挙げるためには，人的・物的の面でなお充実すべきところか多く残さ

れております、，なかでも，RI研究棟と共同研究li宿｝1／1施設の整備は’IG面の最優先課題であ

ります。

　遺伝学研究所の新たな発展を期し，所貝一’同力を合わせて研究所の使命遂行のため粘・杯

努力しておりますので，関係者の皆さまの　・層のこ鞭捷とご支援をお願いするものです、，

国、ン：遺伝学川・究所1＜

煮永 英
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沿 革

昭和24年6月

昭和27年1月

昭和28年1月

　　　　8月

昭和29年7月

昭和30年9月

　　　　10月

昭和35年4月

昭和36年9月

昭和37年4月

昭和38年1月

昭和39年3月

　　　　4月

昭和43年3月

昭和44年4月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和49年4月

昭和50年3月

　　　　10月

昭和51年10月

昭和53年9月

昭和55年3月

昭和56年3月

昭和58年3月

昭和59年3月

　　　　4月

昭和60年3月

　　　　4月

昭和62年1月

　　　　3月

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置。庶務部，研究第1部，研

究第2部及び研究第3部の4部門で発足　　8月　小熊桿初代所長就任

別館新築

研究第1部から第3部をそれぞれ形質遺伝部，細胞遺伝部，生理遺伝部に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原　均　第2代所長就任

人類遺伝部新設

研究本館第1期第1次工事竣工

微生物遺伝部新設

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次工事竣工

集団遺伝部新設

研究本館第2期工事竣工，研究本館計画完成

森脇大五郎第3代所長就任，分子遺伝部新設

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

植物保存研究室新設　　6月　創立25周年誌発行

田島彌太郎第4代所長就任，内部照射棟及び附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設（微生物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟・カイコ附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設微生物附属棟新築

排水処理施設新築　　10月　松永　英　第5代所長就任

組換えDNA実験棟・野生イネ温室新築

国立学校設置法の一部改正により国立大学共同利用機関に改組

実験圃場管理施設新築

遺伝情報研究センター（合成研究室，遺伝情報分析研究室）新設

遺伝情報研究センター棟，隔離温室，日長処理装置新築

水田温室，桑温室新築

資料展示室



概 要

目　　　　的

　大学等における学術研究の発展に資するため，国立学校設置法（昭和24年5月31日法律第

150号）第9条の2に基づき遺伝学に関する総合研究を行うことを目的として設置された国

立大学共同利用機関である。

共同利用
　全国の大学の教員その他の者で，研究所

の目的たる研究と同一の研究に従事する者

の利用に供し，及び共同研究を行う。

国際交流
　遺伝学の分野で国際的な学術交流を活発

化するため，研究者の交流や国際シンポジ

ウム等を開催する。

大学院教育

　大学の要請に応じ，当該大学の大学院に

おける教育に協力する。

運　　　　営

　共同利用の研究所として円滑な運営を行うため，研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について所長に助言する評議員を置くとともに，共同研究計画に関する事項そ

の他の研究所の運営に関する重要事項で，所長が必要と認めるものについて所長の諮問に応

じる運営協議員を置く。

’螺一さ一wT一 エー－m－ @L把〔「声’⌒、・’哨掴・w←L戸　”

250余種に及んて系統保存している八重桜並木
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組 織

機構図

評

議

員

△

運

営

協

議

員

△

議

部‘

1分子遺伝研究系

細胞遺伝研究系

個体遺伝研究系

集団遺伝研究系

総合遺伝研究系

緋究繊ピ

遺伝実験生物保存
‘研究センター

遺伝情報研究
セ　 ン　 タ

／実

（昭和62年4月1日現在）

庶　　　務　　　課

△　　　計　　　課

分子遺伝研究部門

変異遺伝研究部門

※核酸化学研究部門

細胞遺伝研究部門

微生物遺伝研究部門

※細胞質遺伝研究部門

発生遺伝研究部門

形質遺伝研究部門

※生理遺伝研究部門

集団遺伝研究部門

進化遺伝研究部門

※理論遺伝研究部門

人類遺伝研究部門

育種遺伝研究部門

※応用遺伝研究部門
　※印は客員研究部門を示す。

：技



定員表（昭和62・；1度）

所　　長 教　授 助教授 助　手 小　　計 技　　　官
i技術課） 鷺㌶き合計

1 12（5） 17（5） 26 56（10） 19 21　　　96（10）

職員等（　［lfJ，　｛：［162　fl　6111靱1ω

　　　　　所　　　　長　　松　永

　　　　　　分子遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　石　濱

分子遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　石　濱

　　　　　助教授　福田龍
　　　　　助　　　手　　藤　田　信

　　　　　助　　　手　　永　田　恭

変異遺伝研究部門

　　　　　助　教　授　　定　家　義

　　　　　助　　　手　　井　上

　　　　　助　　　　手　　手　塚　英

核酸化学研究部門（客貝）

　　　　　教　授（併）　　吉　川
　　　　　（大阪大学医学部）
　　　　　助教授（併）　　水　本　清
　　　　　（東京大学医科学研究所）

　　　　　　　細胞遺伝研究系一．二］

　　　研究主幹（併）　　森　脇　和

細胞遺伝研究部門

　　　　　教授森脇和
　　　　　助　　教　　授　　　　今　　井　　弘

　　　　　助　　　手　　山　本　雅

　　　　　助　　　　手　　城　石　俊

微生物遺伝研究部門

　　　　　助教授 安田成
　　　　　助　手西村行
　　　　　助　　　　手　　原　　　弘

細胞質遺伝研究部門（客員）

　　　　　助教授（併）　鈴木秀
　　　　　（東SS｛大学理学部）

　　　　　客員助教授　　米　川　博
　　　　　（埼k県立がんセンター±｛．1研究貝）

英

」

明

明

之

介

人

正

夫

寛

久

郎

郎

民

敏

彦

進

志

穂

通

（注）（　　）内の数は客貝教官数（外数）である。

「 個体遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　黒　田

発生遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　杉　山

　　　　　教　　　授　　名　和

　　　　　助　教　授　　藤　澤

　　　　　助　　　手　　清　水

形質遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　黒　田

　　　　　助教授　村上
　　　　　助　　　手　　湊

　　　　　助　　　　手　　　山　田

生理遺伝研究部門（客員）

　　　　　教授（併）　嶋田
　　　　　（T葉大学医学部）

［二二二…亘伝研究系

一
行　昭

　　勉

　　郎

敏　孝

　　裕

行　昭

昭　雄

　　清

正　　明

　　裕

　　　1

　　　研究主幹（併）　　木　村

集団遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　木　村

　　　　　教　　　授　　原　田
　　　　　　　　　　　　くk　　　Hl）
　　　　　且力　　教　　芋受　　　　高　　火田

　　　　　助　　　手　　青　木

進化遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　丸　山

　　　　　助教授　土川
　　　　　助　　　手　　五條堀

理論遺伝研究部門（客貝）

　　　　　教授（併）　向井
　　　　　（九州大学理学部）

資　生

資　生

朋　子

尚　之

健　一・

毅　夫

　　清

　　孝

輝　美
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「

総合遺伝研究系

　研究主幹（併）　　今　村　　　孝

人類遺伝研究部門

　　教　 授　今村　 孝

　　助　手　寳来　聰
　　助　 手　中島　衡
育種遺伝研究部門

　　教授沖野啓子　　　　　　（森　島）
　　助教授　遠藤　 徹

　　助　手　藤島　通
　　助　手　平岡洋一郎　　　　　　（佐　藤）応用遺伝研究部門（客員）

　　教授（併）　渡邊　武　　CJL州人学’1体防御1う、学酬究所）

遺伝実験生物保存研究センター

　センター長（併）　森脇和郎

　　助教授　井山審也
　　助教授　渡辺隆夫
　　助　 手　佐野芳雄
　　助　手西村昭子
　　助　 手　宮下信泉
遺伝情報研究センター

　センター長（併）　丸山毅夫

　　助教授　池村淑道
　　助　　教　　授　　　　廣　　瀬　　　　　進

　　助　　教　　授　　　宮　　澤　　三　　造

　　助　 手　林田秀宜

実験圃場
　　圃場長（併）

　　助　 手
井山審也
宮澤　 明

籔羅麟難1雛懇蝶騨1雛繊鍵繊

課長（併）杉山勉

　　管理部長
庶　務　課

　　課　　長
　　課長補佐
　　庶務係長
　　人事係長
　　研究協力係長㈱

　　共同研究係長

会　計　課

　　課　　長
　　課長補佐
　　経理係長
　　用度係長
　　管財係長

植松喜弘

氏家　 淳

内田茂治
秋山啓剛
酒井清人
秋山啓剛
山本　 勉

谷口博史
真野朝吉
岩城英一一

渡邊　 裕

佐藤隆司



評議員会議及び運営協議員会議

評議員会議

　研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について，所長に助言する。

評議員（五十音順）

　飯

　井

　江

　岡

　小

　尾

　佐

　酒

　佐

　田

　中

　長

　名

　野

○諸

　山

◎山

　渡

野

上

上

田

関

上

々

井

藤

島

井

倉

取

村

星

縣

村

辺

徹

英

信

節

治

久

文

雄

雄

人

男

雄

学

徳

了

彌太郎

準之助

三　郎

禮　二

達　次

静次郎

弘　忠

雄　一

　　格

東京大学教授（理学部）

東京大学名誉教授

国立公害研究所長

岡崎国立共同研究機構
基礎生物学研究所長

京都大学教授（理学部）

大阪産業大学教授（経済学
部長）

富山医科薬科大学長

日本学術振興会理事

大阪大学名誉教授

大日本蚕糸会蚕品種
研究所長

浜松医科大学長

岡崎国立共同研究機構長

東京慈恵会医科大学理事長

実験動物中央研究所長

東京農工大学名誉教授

京都大学教授（農学部）

大阪大学名替教授

慶応義塾大学名誉教授

◎印は議長，○印は副議長を示す。

運営協議員会議

　共同研究計画に関する事項その他の研究

所の運営に関する重要事項で，所長が必要

と認めるものについて所長の諮問に応じる。

運営協議員

所外（五十音順）

　大　澤　省　二

〇大　羽　　　滋

　岡　田　益　吉

　坂　口　文　吾

　佐々木　本　道

　常　脇　恒一郎

　福　田　一　郎

　三　浦　謹一郎

　向　井　輝　美

　山　田　行　雄

所

　石

　森

　杉

　黒

◎木

　丸

　今

　沖

内（省令順）

濱

脇

山

田

村

山

村

野

和

行

資

毅

啓

名古屋大学教授（理学部）

岡山理科大学教授（理学部）

筑波大学教授（生物科学系）

九州大学教授（農学部）

北海道大学教授（理学部附
属動物染色体研究施設長）

京都大学教授（農学部）

東京女子大学教授
（文理学部）

東京大学教授（工学部）

九州大学教授（理学部）

京都大学教授（農学部）

明　教

郎教

勉　教

昭　教

生　教

夫　教

孝教

子教

授（分子遺伝研究系）

授（細胞遺伝研究系）

授（個体遺伝研究系）

授（個体遺伝研究系）

授（集団遺伝研究系）

授（集団遺伝研究系）

授（総合遺伝研究系）

授（総合遺伝研究系）

◎印は議長，○印は副議長を示す。
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各種委員会

　所長の諮問に応じ調査検討し，助言する。

委員会名　　　　　　　　　　委員長

系統保存委員会

DNAデータ研究利用委員会

組換えDNA実験安全委員会

予算委員会

施設整備委員会

将来計画委員会

大学院教育委員会

セミナー委員会

図書委員会

共通機器委員会

電子計算機委員会

放射線安全委員会

排水等処理委員会

農場・温室運営委員会

系統保存委員会

所外委員（五十音順）

　大　羽　　　滋

　笠原基知治

　木　下　俊　郎

　駒　形　和　男

　近　藤　恭　司

　斎　尾　乾二郎

森脇　和郎

丸山　毅夫

石濱　　明

黒田　行昭

石濱　　明

木村　資生

森脇　和郎

高畑　尚之

沖野　啓子

今村　　孝

丸山　毅夫

石濱　　明

杉山　　勉

井山　審也

東京都立大学教授（理学部）

法政大学兼任講師

北海道大学教授（農学部）

東京大学教授
（応用微生物研究所）

八木記念パーク
実験動物研究所長

東京大学教授（農学部）

坂　口　文　吾

阪　本　寧　男

常　脇　恒一郎

野　村　達　次

古　里　和　夫

由　良　　　隆

1｛

?@川　　　寛

九州大学教授（農学部）

京都大学教授（農学部）

京都大学教授（農学部）

実験動物中央研究所長

浜松市フラワーバーク技術顧問

京都大学教授
（ウイルス研究所）

大阪大学教授（医学部）

DNAデーク研究利用委員会

所外委員（五十音順）

内

大

大

小

金

舘

松

宮

［日

井

澤

関

久

野

原

浦

田

久　雄

龍　夫

省　三

治　男

　　実

義i男

謙　一一

謹一郎

　　隆

帝京大学教授（医学部）

京都大学教授（化学研究所）

名古屋大学教授（理学部）

京都大学教授ぐ理学部）

京都大学助教授
（化学研究所）

理化学研究所研究貝

大阪大学教授
（細胞工学センター）

東京大学教授（工学部）

九州大学助教授（理学部）

組換えDNA実験安全委員会

所外委員（五十音順）

青木久尚E戟@6縞灘部）

岩城之徳晴嚇欝部）
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予 算

人
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合

件
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の

費

費

費

他

計

昭和62年度当初

（単位：T一円）

　510，016

　　　9，748

　　　1，350

　479，747

1，000，861

昆明（中国）の生物製品研究所で見た
中国式のネズミ飼育壼

タイ国北部の山地民族が焼畑に
栽培しているイネ
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土地総面積

内訳髀蒲

建物総面積（建面積）

　　　延面積

1⑨5，957正za2

95，925　ma

10，032m2

10，306m2

16，838耐！

1本　　　　館
2　トレーサー実験棟
3　養蚕室及び昆虫飼育室

4職貝集会所
5調　節　温　室
6　　渡たり廊下（本館一トレーサー実験棟）

7自動車車庫
8卿卵育雛室9検定舎（2むね）
le放射線実験室
11第2ネズミ飼育室

12特　別　蚕　室
13研　　修　　室
14艀卵育雛舎
15ファイロン温塞
ISプアイロン温室
17椎　　肥　　舎
1S鶏糞処理小屋
19麦　　温　　室
20’図　　書　　館
21第1ネズミ飼育室
22内部照射実験棟

23桑　　温　　室
24行動遺伝学実験室
25ペレット温室
26　遺伝実験生物保存研究棟

27機　　械　　棟
28廃棄物保管庫
29ネズミ附属棟
30ヵイコ附属棟
31公務貝宿舎
32微生物附属棟
33排水処理棟

34組換DNA実験棟
35野生イネ温室
36動物飼育蓑置上屋
37実験園場管理棟
38日長調節装置
3⑥　遺伝情報研究センター棟

40隔　離　温　室
41水　田　温　室
42桑　　温　　室
⑬　RI実験棟建設予定
⑭中央機械室建敵予定

（昭和62年4月1日現在）
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研究のねらいと研究活動

ii

1

分子遺伝研究系
IL］

1：分子遺伝研究部門では，細菌及び動物ウイルスにおける遺伝情報の転写とその制御の機

構を分r一レベルで研究している。

2．変異遺伝研究部門では，細胞の内的または外的要因による突然変異誘発機構とそれを修

復する細胞機能を分子レベルで研究している。

3．核酸化学研究剖1門（客貝）では，核酸の構造及び機能の化学的研究を基盤として，遺伝

　子の複製や発現制征ll機構の解明をめざしている。

、鐵幽

インフルエンザウイルスの粒子と遺伝子の構
造、、遺伝子は8本のRNA分節よりつくられ
ている．、

隔離ネズミ処理装置
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分子遺伝研究部門

　遺伝子は，細菌（大腸菌）でも数千，ヒトではそのT一倍もあると推定されている。ところ

が，そのうちで発現されているものは，大腸菌では数10％以下，ヒトでは，臓器や組織によ

って違うが，1％以下である。生物が、その生活環境に応じで，どの遺伝子を，どれ程に発

現させるかを決める調節のしくみを分r一の水準で理解することは，分1’・遺伝学の究極のF『1標

のひとつである。

　分f遺伝研究部門では，遺伝r’の発現が・L－1として遺伝1’一からRNAが転写されてできる段

階で調節されることに注日し，転写とその調節の機構の解明を口ll勺とした研究を行っている。

　（1）原核生物の転’ij二制御の研究：細菌遺伝J’一の転’ノj：信㌧ナ強度を，試験管内再構JJ瓦系で実測

　　する系が，’IG研究室で開発された、，この系を用いて，リン酸化や，転写諸因∫・との相ill

　　作川に伴う楢造変化に起因する転写装llt，1　RNAポリメラーゼの機能変換による転写制御

　　の仮説の実砒か進められているt，　’ノ∫，この研究のなかから発見された転写因∫’・につい

　　ては，蛋白構造の知見から川発して遺伝∫・を同定し，人ピ変異を導人することによ’・て

　　その生」：里機能を検、｛IEする研’先が行われている、，

　（2）　真核生物の転’り：ililj御の研究：真核生物の転写1削御の研究は，重力物ウイルスを素材’とし

　　て行われている．，インフルエンザウイルスなど転写酵素をもつウイルス粒Jiから純化さ

　　れたRNAポリメラー．一ゼは，いずれも多機能酵素であることがiリ1らかにされた、、感染後

　　に、宿i：細胞因J’・とも相圧作川をしながら，その楢造と機能が変化し，その結果ウイル

　　ス遺伝f’・の転’り1ハクー一ンが変動する様相が分J’・の水準で解1ヲ「されている，

■†■＾　■c■。

　大腸菌各種遺伝子の転写開始点を指令する信
　号（プロモーター）の構造、RNA合成開始
　点の上流2ヵ所に共通構造C－10信号と一35
　信号）がある

研究者及ひ研究補助者
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変異遺伝研究部門

変異遺伝研究部門では，主としてつぎのような研究を行っている。

（1）突然変異の分子機構：生物における突然変異は，その発生・生存・進化に深くかかわ

　っており，その機構の解明は，生命の本質を知ることにつながる。突然変異はDNA損

　傷の修復の過程として誘発されることが多い。主として，バクテリア・線虫・ヒトの培

　養細胞およびマウス個体を材料として，DNAレベルにおける問題として捉え，比較・

　解析をすすめている。

（2）放射線および化学物質によるDNA損傷の修復：ガンマー線べ一ター線（トリチウ

　ム）や種々の化学変異原物質によって誘起されるDNAの損傷は，細胞のもっている多

　様な働きによって修復される。DNA修復が正常に行われないヒトやマウスや線虫の変

　異体の性質の解明，修復の活性化因子や阻害因子の分離とその作用動態の観察，修復酵

　素の分離とその機能の解析，試験管内DNA修復モデルの作製と利用などを通じて，　D

　NA修復とそれにともなう突然変異の機構の解明をめざしている。

（3）変異原・がん原因子および抗突然変異・抗がん因子：これまでに開発した枯草菌rec・

　assay，サルモネラ菌SD・assayなどを利用して環境中の種々な変異原・がん原因子の検

　出を行うとともに，突然変異および発がんを抑制する因子の研究をすすめている。突然

　変異を抑制する因子は2つに大別され，細胞外で変異原を不活化するもの（desmutagen）

　と，突然変異生成機構そのものを阻害するもの（bio・antimutagen）に分類される多くの因

　子が同定されている。

（4）枯草菌の特性：枯草菌における胞子分化および突然変異の制御に関する分子遺伝学的

　研究をすすめている。胞子分化に関しては，細胞の増殖と分化の双方に関与し，細胞の

　形態を決める遺伝子の機能と突然変異によってもたらされた機能変化について研究を進

　めている。突然変異生成の制御に関する研究は，細胞の増殖にとって必須の染色体複製

に関与する遺伝子の役割を中心に研究している。

研究者及び研究補助者　　正常細胞

　　　」’　　　　　　　，．・＿1州寸い　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　放射線高感受性のマウス突然変異体wasted（左）と
　　その兄弟の正常なマウス

　　　　Desmutagen
　　　　による不活化変　異　原一一一一一一一一一変

、

　　　　　　　　　　　　　　　　※

　　　　　　　　　　　　　　　による抑制

　　　　　　　　　誘発突然変異の抑制を示す概念図

主

変異体細胞
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「 細胞遺伝研究系 コ

1．細胞遺伝研究部門では，遺伝学的な観点から種分化の過程を解明するために，ネズミ類

　を主体に細胞一，免疫一，生化学一，および分子一遺伝学的な変異の探索を進めている。

　また，野生由来高頻度染色体組み換えマウスを用いた遺伝子組換え分子機構の研究も始ま

　った。一方，発癌に対する宿主の遺伝的要因の究明，遺伝子欠損致死突然変異マウスを対象

　とするトランスジェニック実験系の確立，昆虫類を中心とした核型進化機構の考察および

器官発生制御の遺伝機構の解明等もそれぞれ重要な研究課題である。

2．微生物遺伝研究部門では，細菌の細胞分裂の機構，染色体上の遺伝子の配列と構造，D

　NA複製の開始と終結，ペプチドグリカンの生合成，ジーンバンク，ミュータントバンク

　の創設などに関して研究を進めている。

3．細胞質遺伝研究部門（客貝）では，原核及び真核生物の細胞質因子を研究し，それを利

　用して遺伝子の機能と構造を解明しようとしている。

z／・／／1’

＼35

　・＼ぷジ

・」大腸菌の全染色体をコスミド・ベ
　クターでクローン化して全染色体
　の遺伝子パンクを完成する研究を
　進めている（京大・化研・高浪研
　究室との共同研究）。左図は昭和61
　年6月現在までにクローン化され
　た遺伝子をしめす。青は既にクロ
　ーン化され，染色体地図上の位置

実験用マウス育成に貢献し
た江戸時代の愛玩用マウスIT
（葛飾北斉の絵）

が明らかなものである。赤はクロ
ーン化されたがまだその位置が明
らかでないものをしめす。これが
完成すれば大腸菌の全遺伝子を意
のままに分離し増幅でき，全染色
体の制限酵素地図も作成され，そ
の全塩基配列の決定もされること
になるであろう。
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細胞遺伝研究部門

　実験用マウスは70年をこえる遺伝学的研究の長い歴史と大きな実績を持ち，哺乳動物遺伝

学の研究材料としてもっとも優れたものである。さらに，同じ種に属する野生マウスの変異

に豊む遺伝子に着目すれば，より新しい研究の発展を期待することができる。

　この研究部門ではマウスを主体にその種分化の過程を遺伝学的な手法，とくに染色体C一バ

ンド，生化学的遺伝子の頻度，ミトコンドリアDNAの制限酵素地図，リボゾームDNAの一

次構造などから解析する研究を進めている。この結果，日本産野生マウスの遺伝学的な独自

性が明らかになって来た、。

　そこでさらにこの材料に立脚する研究を進め，日本産野生マウスの細胞抗原遺伝子（H－2）

を導入したコンジェニック系統の育成，DNAレベルにおけるH－2遺伝子やリボゾーム遺伝

子の分析，H－2領域の染色体組換えを促進する遺伝fの単離，亜種間雑種における減数分裂

機構の研究などを行っている。

　一方，発癌に対する遺伝要因の研究もマウスを材料として行っており，とくにH－2コンジ

ェニック系統および野生由来系統を

用いた免疫遺伝学的および細胞遺伝

学的なアプローチを進めている、，ま

た，染色体不等交叉による遺伝子欠

損致死突然変異を復帰させるトラン

スジェニック実験系も開発中である，，

　マウスを主体とする研究の他に，

アリ類の種分化と核型変化の関係を

染色体進化という観点から分析する

研究が行われてきたが，染色体進化

機構の考察は動物種全般を対象とす

るより広いものになって来た、、

　またショウジョウバエを用いての

減数分裂機構の研究並びに個体の発

生と分化過程における形態形成に働

く遺伝子の発現の調節を明らかにす

る研究を，細胞遺伝学および分子遺

伝学的手法を用いて進めている。

主なハツカネズミ亜種分化とリボ
ゾーム遺伝子DNAの変異

研究者及ひ研究補助者
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微生物遺伝研究部門

　微生物遺伝研究部門では細菌のDNA複製，核分裂，細胞分裂の機構の研究を，遺伝学的，

生化学的，並びに組換えDNAなどの手法によって研究している。この目的のために，遺伝

学的にもっともよく知られている大腸菌をモデル細胞系として，つぎの3方向から研究して

いる。

　（1）DNA複製と核分裂に関する研究：DNA複製と核分裂を行う大腸菌遺伝子，プラス

　　ミドDNAによる複製開始の制御，　DNA複製開始域の塩基配列（写真上）に対応する

　　機能の研究。

　（2）細胞分裂に関する研究：細胞分裂遺伝子，細胞表層を構成する高分子の生合成とその

　　パターン形成，サキュルス分子（写真ド右）の生合成，細胞表層形成とリポタンパ久

　　ペニシリン結合タンパクの細1］包分裂への役割などの研究。

　（3）大腸菌の高分子（DNA，　RNA，ペプチドグリカン，タンパク質）生合成に関する

　　温度感受性変異体の系統分離に関する研究：この研究に関して，国内外の研究者達との

　　共同研究。

　以上の方向からの研究を推

進することにより，細胞が整

然とその巨構造をつくり，生

長し，分裂する全過程を分子

水準で明らかにすることを究

極のi1的としている。

GATCTATTTA　TTTAGAGATC　TGTTCTATTG　TGATCTCTTA　TTAGGATCGC

ACTGCCCTGT　GGATAACAAG　GATCCGGCTT　TTAAGATCAA　CAACCTGGAA

AGGATCATTA　ACTGTGAATG　ATCGGTGATC　CTGGACCGTA　TAAGCTGGGA

TCAGAATGAG　GGGTTATACA　CAACTCAAAA　ACTGAACAAC　AGTTGTTCTT

TGGATAACTA　CCGGTTGATC　CAAGCTTCCT　GACAGAGTTA　TCCAC

大腸菌複製開始域の塩基配列（京大・化研・高浪研究室との共同研究による）

　　　6，，　，．“

　　算＼L
　　　’　’tW；，9．，細

．b　　h　ご

1μ

研究者及ひ研究補助者

P、

Nl
’㌧

細菌の細胞分裂の構造担体と考えられるムレインサキュルス分子の
電子顕微鏡写真



18

個体遺伝研究系

1．発生遺伝研究部門では，淡水ヒドラを対象として，発生異常を示す突然変異系統を多数

分離・同定し，それらを利用して動物の形態を決定する基本機構や細胞の分裂と分化を調

節する基本機構の解明をめざして研究を行っている。

2．形質遺伝研究部門では，生物の発生過程や突然変異生成過程において各種遺伝的形質が

　いつどのようにして発現するかのしくみについて，カイコやショウジョウバエなどの昆虫

や哺乳類などの培養細胞を用いて研究を進めている。

3．生理遺伝研究部門（客員）では，生物の個体発生において種々の組織や器官の分化する

機構と，それに関与する遺伝子の作用について，実験的および理論的な研究を行っている。

　昆虫の形質転換
　カイコの幼虫にDNAを注射した結果，
　形質転換で黒色卵が生まれた例

ヒドラの神経網

．t：　‘

自　　メ
　　　・二三㌃’

　　　i　fi
　　ゆ　　　　　　〆

　　　～’

　　　｝，

　纐蘂tttk’r

鞭L螺

祇；

1

　　　　｜

パソコンによるデータ処理 形買遺伝実験室
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発生遺伝研究部門

　発生遺伝研究剖～門では，淡水産腔腸動物のヒ　ドラを使川し，　発生機村ll解Bl｜の研究を行　・て

いるc，

　ヒドラは多細胞動物中でもっとも単純な体制をもつ動物の　一柿であり、　長た非常に強い町

牛能力を持つことが，昔からよく知られている、、日本産チクビヒドラ（1ハi（1r‘i／n（t　A”〃ipaρi／l（tla）

の体長は5mm位で，この動物（ノ）頭と足を実体顕微鏡ド，　メスで切り落すと，　5　　6日後には

もとのヒ　ドラと区別できない位完全なイ固体が再生する．

　　ところが，チクビヒドラの突然、変異系統のうちに1．撒，この再生過和に異常を示すものが多

くある、、たとえばある系統は足は正ノ1；曽に再生するが，頭は川・牛しない、．仁た別ソ）系統は，足

のかわりに頭を川：生し，双頭のヒドラかできてしまっ。

　こ（ノ）ような突然’変異系紡1三は，　川：生↑幾刷（二隈Jj也したいろいろ（ノ）過不Ll「（ノ）うち、　ど．二かにf｜1∫らか

の異常欠陥がd：じているものと劣えられる、、このように再牛やそ（／）他の発牛機1』・llに異常を示

す突然、変異系統を多く分離Lて，その異常性を詳細に解Wするニヒにより，　1卜常な発牛機1㍉Ili、

の基本原理を上｝P解するたy）〈ノ）研究を」見在進めている．．

　また発牛遺1云研究1∫1～門で・1よ，昆虫，1泊物などにおける形質］！ノ、換ソ）川究，　ヒくに軌1いベク

ク　・　　－　t；1・J　うタε　しノ）イIJI：’タt：　t）　，if［三（y～）　’‘：f　 L　 、　！ζ）

　　　　切断前　　　　　　　切断直後

頭部と足部切除後のヒドラの再生

再生2日 再・生4日 再生6日
｛川‘ち1朽メvJぴ｛1‖「：；ld　th　l　l目力呂
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形質遺伝研究部門

　高等生物の体は，1個の受精卵から始まり，これが細胞分裂を繰返し多くの細胞となり，

種々の異なった組織や器官が分化して成体となる。この発生の過程に，細胞の中に組み込ま

れた遺伝子が順次発現されて，それぞれの生物に特徴的な形態や機能が分化してくる。

　形質遺伝研究部門では，このような高等生物の種々の形質を支配する遺伝子が，発生過程

において，いつ，どの組織に，どのようにして発現するかを，ショウジョウバエやカイコな

どの昆虫や，高等動物の培養細胞を用いて研究を行っている。また，化学物質や放射線によ

って遺伝子に突然変異を起こさせて，その突然変異の形質が発現するしくみについて，哺乳動

物の体細胞系やカイコの生殖細胞を用いて研究を行っている。

　ショウジョウバエは遺伝学的にはもっともよく研究されてきた材料であるが，本研究部門

では，その発生初期の胚の細胞を体外培養する技法を開発し，幼虫の筋肉や神経などの分化

をガラス器の中で起こさせ，それを支配する遺伝子の解折を可能にし，また昆虫ホルモンの添

加によって，成虫の複眼や翅，肢の構造を分化させることにも成功した。

　また，カイコはわが国独特の伝統ある研究材料として，本研究所でも多くの突然変異系統

が保存され，遺伝学的にも有用な材料であるが，本研究部門ではこの材料の特徴を生かして，

種々の形質発現のしくみを染色体の転座や欠失などを利用して解析している。また，カイコ

では種々の物理・化学的処理によって，単為生殖や倍数体を簡単に作成することができるの

で，これを利用した発生のしくみの研究も行っている。

　ヒトを含む哺乳動物の培養細胞では，各種培養条件を厳密に規定できるため，高等動物に

対する化学物質の遺伝的影響をしらべるのに有利である。これを用いて微生物の系では検出

できない多くの発がん物質の突然変異性を検出している。

⑲
竃

ノr．；・

1くこ

研究者及ひ研究補助者

～　r・　　“’一　讃

ダぱ1∴噸竹

泌〉叉ユ護疏晶1．A
　カイコ神経球細胞のモザイク
野性型雌由来（あずき色）と変異型由来

　（白色）のモザイク神経球を示す
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1 集団遺伝研究系

1．集団遺伝研究部門では，生物集団の遺伝的構造を支配する法則の探求をめざして研究を

進めている。とくに，分子レベルにおける種内変異と進化の仕組みを確率過程として扱う

理論的研究と，社会生物学の重要問題である利他行動の進化を集団遺伝学的に基礎づける

研究を行っている。

2．進化遺伝研究部門では，生物進化の遺伝的機構の研究を進めている。とくに種形成に関

する遺伝機構の集団生物学的理論の研究，ショウジョウバエ種間の遺伝的隔離に関与する

遺伝子とその発現様式の研究，放射線を使ったマウスの発生異常に関する遺伝的研究及び

　DNA塩基配列データに基づく分子進化の研究を行っている。

3．理論遺伝研究部門（客貝）では，集団遺伝モデルの解析，実験データの統計的分析など

　の理論面に関する研究を進めている。とくに中、ヒ説を検証するための実験データの分析並

　びにDNAデータの比較研究を行っている。

集団遺伝研究系研究者による最近の主な著書

電子計算機室
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集団遺伝研究部門

　1つ1つの個体ではなく，それが集まってできた集団（主として繁殖社会）を対象として，

その内にどのような遺伝子がどんな割合で含まれるか，またどのような法則の下に遺伝的組

成が変化していくかを研究するのが集団遺伝学で，種内変異や生物進化の問題とも深いかか

わりがある。たとえば日本人は全体として1つの集団をなし，肉体的，精神的な特徴は個人

ごとに差があるが，そのかなりの部分は遺伝的なものと考えられる。さらに∫血液型や体内の

化学物質（主としてタンパク質）など目に見えない特徴についても予想外に多くの遺伝的な

変異が存在する。集団中に，このような変異がいかにして保有されるかは重要な研究課題で

ある。集団遺伝学の研究においては実際の生物集団の調査以外に，数学的モデルの解析や，

電子計算機に有性繁殖を行う生物集団のまねをさせる模擬実験（モンテカルロ実験）も行わ

れる。

　本研究部門ではこういった仕事も含め各種の研究が行われている。その内でも学界の注目

を集めるようになったのは集団遺伝学の数学的理論と分子レベル（遺伝子の内部構造）での

進化の知見とを結び合わせて，新しい分野を開拓する仕事である。この研究から生まれた分子

進化中立説，すなわち，「分子レベルでの進化の仕組を説明するためにはダーウィンの自然

淘汰説だけでは十分でなく，自然淘汰に中立な突然変異遺伝子が集団中で偶然によって増減

する現象も極めて重要な役割を果している」と主張する学説は大きな論争をまき起こした。大

規模な重複構造を持つ多重遺伝子族や，核外の遺伝因子（ミトコンドリアなど）の変異と進

　、。。惚　　　　　　　　　　　　　　　化の問題　さらに社会生物学で重要な利他行動の

500

舶0

400

3SO

270

225

180

：

°°

рvk晩han
：ごk

㌫．．

Kanearoe

l：b｜‘

1：㌫：

脊椎動物の系統樹とヘモグロビンα鎖の比較

進化機構などもこの部門での研究題目である。過

去10数年の問に世界の集団遺伝学の流れには大き

な変革があったが，それに対しこの部門の前身で

ある集団遺伝部の果たした役割の重要さは広く認

められている。教授木村はその功績により文化勲

章を’受けた。

研究者及び研究補助者
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進化遺伝研究部門

　生物進化の遺伝的機構を解明するための実験的および理論的研究を行っている、，実験面で

は，マウスを材料に用いて突然変異誘発とその進化における役割について研究を進めている、，

また，マウスはほ乳類であり他の生物より色々な点でヒトに近いことと比較的遺伝実験が容

易であることから遺伝実験動物として最も市要なものの・一一つであるr，本研究部門でもヒ）11助

教授が長年にわたり，マーカ…遺伝子の色々な組み合わせを持つ遺伝実験川マウスの開発と

それを川いた研究を行っている、、

　一一　」∫，理論研究の面では，集団遺伝学および分r・進化の理論に沿って，集団の地理的構造

や種を隔離する遺伝∫一についての確率過和モデルの解析を行っている、、DNA解析技術の進

歩にともない，最近多くの遺伝r・などの塩戊1寒配列が明らかにされた，，これらのデータを比較

分析することにより遺伝∫・の進化の歴史か明らかになるtt、この部門では、分r・進化の研究に

役、ン：つ分析ノ∫法の開発およびRNAがんウイルスの相／1：進化の特kを明らかにしようとする

研究を進めている、，特に，最近では，レトロウイノしスというがんウイルスのRNAゲノムは，

宿主DNAより約rゴ万倍速く進化することを明らかにしたf、こうした知見は，　RNAウイル

スの分Jt一進fヒだけでなく，レ1・ロウイルスによるヒトの白1∬r病やAIDSの疫学的病像を探る

ヒでも有用であることが期待されているt，

、－A

馨

PW　系統のマウス（写真左）は，当研究所において，
生殖細胞の突然変異を検出するためのテスターとして
育成されたもので種々な標識遺伝子をもっている。そ
れらのうち毛色に関する遺伝子を用いて，スポットテ
ストを行うと，色素細胞（体細胞）の突然変異を，色
調が異なる斑紋（写真右）の出現によって検出できる

研究者及ひ研究補助者

哺乳勅物（ラット，マウス，ヒト）とトリに肉腫を起
こす発がん遺伝子（c－mos）とイースト菌の細胞分裂制
御遺伝子（CDC28）の進化的関係、，この系統樹はそれ
ぞれのIYI伝子のDNA配列を比較し，塩基置換数（図の
縦軸）を推定することによって得られた，、このことよ
り，発がん遺伝子は細胞分裂をコントロールする遺伝
子と進化的に深いつながりをもつことが示唆される
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「
総合遺伝研究系

「

」

1．人類遺伝研究部門では，ヒトにおける各種の遺伝現象を，分子・細胞・個体・集団の各

レベルで研究し，それらを統合的に理解することをめざしている。とくに先天性代謝異常

や悪性腫瘍の発生に関与する宿主と環境要因の解析，DNAレベルの遺伝子変異とそれに

　もとつく活性タンパク質分子の構造と合成異常，DNA塩基配列からみた日本人集団の遺

伝的特徴などに関して研究を進めている。

2．育種遺伝研究部門では，有用動植物に関する遺伝学的研究，とくにイネを対象として，

進化と適応及び生化学遺伝に関する諸問題の研究を行っている。

3．応用遺伝研究部門（客員）では，医学または農学領域における遺伝学の応用に関係した

基礎的研究を行っている。

匡塑＿

監

Ml繊
ガ▲』

人類遺伝実験室 人類遺伝実験室

日長調節装置 いろいろな野生イネ
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人類遺伝研究部門

　この部門では，ヒトの正常ならびに異常形質に係わる遺伝現象を，遺伝子DNAと染色体

との関連のもとに，分子・細胞・個体・集団の各レベルからアプローチして研究し，それら

を統合的に理解することをめざしている。

　例えば，新生児150人に1人は何らかの染色体異常を持っており，その多くは精神的・身

体的な発達の遅れを伴ってくる。また，単一座位の遺伝子異常による遺伝病の種類は3，000

を超えるが，一生の間にそのどれかの異常を発現するリスクのあるものは新生児コーホート

の約1％と推定される。大多数の染色体異常と優性遺伝病の一部は，健康な親の配偶子に生

じた新生突然変異によることが判っている。本研究部門では，各種のがん，白血病細胞や網

膜芽細胞種などを手掛りとして，こうした突然変異の成因と細胞の増殖・分化の遺伝子発見

ならびに腫瘍化の際の宿主抵抗性について研究を進めている。

　また，他の人種集団と比べた場合の日本人の遺伝的特徴は何かを，ヘモグロビン，酵素な

どのタンパク変異やDNAの塩基配列の一ヒから研究している。例えばヒトのミトコンドリア

には約16，500塩基対からなる環状DNAが含まれ，それは母系遺伝をする。このDNAを各

種の制限酵素で切断し，アガロースゲル電気泳動によって切断バターンを識別すると，顕著

な個人差が見られる（図1）。いま15種類の制限酵素による型の組み合せで分類すると，日本

人は少くも22種類のタイプに分けられるが，各タイプ問の塩基置換数に基づいて，それらの

系統関係を探ることができる（図2）。

　さらに，遺伝病理学の立場からみた日本人の

特徴は何か，日本人にとくに多い（または少い）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　type遺伝病はどれか，今日の少産少死パターンが21

世紀を通して長く続き自，然淘汰が緩んだ場合，

日本人の遺伝的健康は将来どのように変化する

と予想されるか、といった問題についても考察

を加えている。
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図1：ヒトのミトコンドリアDNA多型。制限酵素
Hinc　IIによる7種類（上段の数字は各型）の切断
パターンを示す。両側の数字は断片のサイズ（Kilo
base）

図2：ミトコンドリアDNAの各タイプ（右側の数
字の1から22）の間の塩基置換数を基に作成した
系統樹。日本人はかなりの遺伝的多様性を示し，
そのルーツは10万年をさかのぼることが示唆され
る

研究者及び研究補助者
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育種遺伝研究部門

　育種遺伝研究部門では有用動植物の遺伝および育種に関する基礎的研究を行っている。動

植物の遺伝的改良をめざす育種とは，人間の管理の下での動植物の小進化に他ならないとい

う観点から，進化と適応のしくみおよび有用特性の遺伝的基礎を明らかにすることをこの部

門の課題としている。

　植物では主としてイネを用いてつぎのような研究が行われている。イネにおける3つの方

向の分化，すなわち，（1）野生イネの種内分化，（2）野生イネから栽培イネへの分化，（3）栽培イ

ネの品種分化，のそれぞれの機構を解明するための実験的研究が継続されてきた。現在は，

繁殖様式・出穂特性など生理生態的特1生の分析とその適応的意義，雑種に現われる致死・弱

勢・不稔性を支配する遺伝fの分析とその地理的分布，アイソザイムの遺伝子分析とそれを

標識とした集団生物学的研究が進行中である。また，最近になって遺伝資源としての重要性

が認識されるようになった野生種の生活史と集団の遺伝的変化を熱帯の白生地で追跡するこ

とを目的とした生態遺伝学的研究を，遺伝実験生物保イ∫二研究センター・植物保存研究宇と共

同で行っている。

　また，イネの系統分化を胚乳タンパク質のレベルで調べる研究も進められている。胚乳の

タンパク質量は約10％だが，その大部分はグルテリン系で不溶性タンパク質に属する。この

度，アルブミン，グロブリン，プロラミンの分別抽出後，これを8M尿素液に溶解する方法

を開発できたので，全4タンパク質分r種の2次ノ亡泳動による分析がようやく可能になった。

図に見るように，日本型とインド型には明確な差異が見られるが，グロブリンとプロラミン

も同様である、、しかしアルブミンでの差異は僅かであった。

　動物では，1三としてウズラを川いて環境に対する適応的行動の遺伝学的解析と，育種法に

関する実験的研究を行っている、1現在は，異なる環境．ドの選抜’戊ミ験による適応的反応の遺IA－　・

育種学的解析，ならびに，人為的環境に対する野生ウズラの適応的行動とその変化について

の研究を続行中である、，

1…

1

研究者及ひ研究補助者　イネ種子のグルテ　雄しべ・雌しべが大き
　　　　　　　　　リン分画の等電点　　く，他家受粉に都合の
　　　　　　　　　ゲル泳動パタン，　　よい花の構造をもつ野
　　　　　　　　　（左：日本型品種，　生イネ
　　　　　　　　　右：インド型品種）

野生ウズラ
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遺伝実験生物保存研究センター

　特性の分析が十分に行われ，また遺伝的に高い均一性を持つ生物材料を注意深い管理の下

に維持・保存することは，遺伝学研究の基盤として極めて重要である。またこのような遺伝

実験生物のもつ特1生をふまえて独創的な研究を進めることも大切である。このため当研究所

では研究部門とは別に哺乳動物，無脊椎動物，植物，微生物，遺伝資源の5研究室によって

構成される遺伝実験生物保存研究センターをもうけ，重要な遺伝子や生物系統の保存分譲，

これら実験生物の遺伝的特1生の開発等に関する研究，系統生物に関する情報の収集・システ

ム開発等の活動を行っている。

全国の実験生物系統の所在と遺伝的特性に関する集録の一部

　　　　　　“t
　＿w，tt　　　叉

ご　ト

㌧
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’
・戸べ ＼…踊

鼻

　　　　　　　カイコの系統保存
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　　　　曙6

　　　　　　　　P

マウス胚の凍結保存実験
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ショウジョウバエ実験室

じ

野生イネ温室 微生物保存実験室
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：i

1［
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1．哺乳動物保存研究室

　マウスの基準近交系，突然変異系統，コンジェニック系統，ラ・7トの近交系等を維持し，

さらに日本の野生マウス集団から遺伝1’一を導人した新しい免疫遺伝学研究用系統を開発して

紺持すると共に，発癌を制御する宿1三の遺f云的要1人1に関する免疫　および細胞　遺f云学r白研

究を行’・ている、，また，マウス初期胚および精f’・の凍結保イ∫：技術の実用化も進めている，，

2．無脊椎動物保存研究室

　ショウジョウバエ，カイコの研究川系統の糸ii持を行うと共にショウジコウバエ集団に保有

される変異の収集と解析および種分化に関与する遺伝「の研究を行っている、、カイコに関

しては，フィプロイン遺伝∫一の分ゴ・生物学：白｛川1：究を行一、ている．、

3．植物保存研究室

　イネ，ムギ，サクラ，アサガオの系統保存を行っている。このうちイネは過去25年以ヒに

わたって熱帯アジアを含むイネの野生地から収集したもので，他に類のない貴重な遺伝資源

であり．これらの材料によってイネの系統進化の遺伝学的解析，生態学的，および生化学的

研究を行っている。また，ダイズ，トウモロコシを用いて環境変異原物質の植物に及ぼす影

響の研究も行っている。

4．微生物保存研究室

　大腸菌，サルモネラ菌，枯・∵・：菌，その他バクテリオファージやプラスミドの系統の収集保

存と，特性開発の石lf究を行っている。研究面では特に，大腸菌の温度感受性糸川｛旦分裂変異系

統を使用し，細胞分裂を制御する遺伝1’・　a）解析等の研究を力二っている。

5．遺伝資源研究室

　広く遺伝資源生物に関する国内外の情報を収集，解析，整理し，所内外の研究者に情報の

提供を行う。また，系統情報の有効な管川システムの研究も進められている．、

1

研究者及ひ研究補助者 遺伝実験生物保存研究センター
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遺伝情報研究センター

　遺伝学の中で遺伝情報に関する研究の占める比重が急速に増加し，重要性が高まる状態の

中で，本研究センターは研究所内外の強い要請のもとに設置された。本研究センターは遺伝

情報に関する分子レベルの主として実験的研究を行う3研究室とコンピュータによる情報の

研究を行う1研究室の合わせて4研究室からなり，これらは互いに有機的つながりを保ちな

がら，それぞれ独立な研究活動を進めると共に，研究所の他研究部門及び他研究機関との共

同研究を行っている。

　　　　－ww－－　　　　　　　　　　　　　bO　6　　19STpt　2角
DDBJニュースレター
　　　　　　　　OXA　blt‘e●nk　ot　Jtpnn
　　　　　　　　　田立遭伝学研究所
　　　　　　　　　頂伝伽帽u寵センター
　　　　　　　　　遣伝情帽分析研究實内

　　　　　日　　　　　　　　次
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DNAデータバンクを主業務とする電子計算機室

日本のDNAデータバンク（DDBJ）から
利用者へ配布されるニュースレター。

‘

φ

研究者及び研究補助者
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1．構造研究室

遺伝子の核酸構造と遺伝子発現に関する分子機構の研究を行っている。

2．組換え研究室

　遺伝情報に見い出される生物種によるコドン選択パターン（方言）の解析とその生物学的

意義及び方言が確立して来た進化の過程を解明する研究を行っている。併せて，DNA組換

え手法を利用し，脳で発現される遺伝子群の解析を進めている。

3．合成研究室

人工合成DNAと遺伝子操作技術を利用して真核生物DNAの高次構造と遺伝子発現制御

の分子機構に関する研究を行っている。

4．遺伝情報分析研究室

コンピュータによる遺伝情報の解析，分子高次構造の研究を行うと共に，日本のDNAデ

一タバンクとして，データベースの構築と配布，解析プログラムの開発とデータ解析の業務

を行っている。

も

㌔

相婦晦傘deW“債績影

熟齢鷲
鳴u

pmm　　　・傘

マウス脳に存在する低分子量RNA類の二次元ゲ
ル電気泳動法による高分解能分離パターン，これ
らの分子種については最高の分離能を持つと考え
られ，poly（A）端の一ヌクレオチド長の差をも検
出可能である。

x・
　　　　、

複雑な高次構造をもつ立体異性体DNAの2次元
電気泳動による分離。DNAの高次構造は真核生
物の遺伝子発現制御に重要な役割を果している。
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実験圃場

　一i三として植物関係の研究に供される実験材料の栽培される1甫陽，温室を維持管理し，関連

研究者の利用に供する施設であり，圃場，温室群と実験1闇場希雪；理棟から成っている、、

　これらの設備で栽培する植物は関連研究部門の実験計画によって　ノ定しないがイネ，ムギ

類，トウモロコシなどイネ科植物が多く，外にマメ科植物や系統保存業務のサクラ，アサガ

オ，さらにカイコ実験川のクワなどがある。これらのうちイネの野生種は過去25年以liに日1

－、て熱帯アジアを含むイネの原産地から採集し保存しているもので他に類をみない貴重な遺

伝資源であり，／）後のイネの遺伝学研究にとって極めて重要な実験材料である。これらの材

料によ一，て育種遺伝研究部11tlや植物保存研フヒ室などでは独自の研究が進められており，さら

に北大・農，京大・農，木原生物学研究所などとの共同研究も開始さ2した。

日長調節装置

研究者及ひ研究補助者
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科学研究費補助金
（計183，900千円）

科学研究費補助金研究課題（昭和62年度）

がん特別研究　　　40，000千円

　　　　がん研究のための実験動物の維持と開発

　　　　AIDSウイルスと成人T細胞白血病ウイルスの分子系統学的研究

重点領域研究　　　71，000千円

　　　　細胞生産装置の複製

　　　　新しい分子生物学を取り入れた進化集団遺伝学の展開

　　　　野生遺伝子の導入による生物機能モデル動物の開発

　　　　ミトコンドリア，サイトパチーにおけるミトコンドリアDNA塩基配列の解析

　　　　哺乳動物個体に導入された外来遺伝子の安定性の検討

　　　　マウス胚および配偶子の凍結保存技術の開発研究

　　　　スーパーコイル形成による転写制御機構

特定研究　　　　　25，100千円

　　　　染色体機能の制御因子

　　　　遺伝学用語標準化の調査研究

総合研究　　　　　17，700千円

　　　　作物におけるストレス回避の遺伝学

　　　　細胞工学的手法による昆虫の遺伝子発現の研究

　　　　分子レベルにおける集団遺伝学的研究

　　　　実験生物保存系統の情報化に関する研究

一般研究　　　　　16，100千円

　　　　RNAポリメラーゼの機能変換による転写調節モデルの検証

　　　　ヒドラ発生機構の解析

　　　　集団の非平衡理論と遺伝資源保存の研究

　　　　マウス野生集団からの新しい変異遺伝子の導入とその作用機構の解析

　　　　野生集団からの染色体変異マウスの探索と実験系への導入

　　　　慢性骨髄性白血病および芽球性急性転化に伴う癌遣伝子活性化機構に関する研究

　　　　細胞分裂の修飾による微生物の分化の制御

　　　　遺伝子レベルからみたイネの分化における日長反応性の適応的意義に関する研究

　　　　マウスMHC領域内高頻度遺伝子組換機構の分子遺伝学的解析

　　　　塩基配列からみたレトロウイルス遺伝子の分子進化学的研究

　　　　ヒドラ細胞種に特異的に発現する遺伝子群の同定

　　　　イネのWX座における遺伝子発現の調節

　　　　wastedマウス細胞の放射線感受性に関する研究

奨励研究　　　　　　2，500千円

　　　　ウイルス遺伝子の複製機構

　　　　RNAポリメラーゼの多型性と遺伝子発現の調節

　　　　突然変異マウスを用いたマウス脳で発現する遺伝子群の解析

試験研究　　　　　11，500千円

　　　　DNAレベルにおける遺伝的モニタリングシステムの開発

　　　　イネの雑種弱勢遺伝子を利用した有害遺伝子拡散の防止および新品種育成に関する研究

　　　　遺伝情報のシステム化と解析ソフトウエアの開発



（昭和62年度）

　　　　　　　課　　題　　名

1．酵母のミトコンドリアにおける高分r合成系

　　の解析

2．カイコにおける遺伝的モザイクの発現とその

　　制御機構一神経系形質の解析

3．アイソザイムおよび生化学マーカーによるイ

　　ネ染色体の標識化に関する研究

4．マイコプラズマとマイクロコッカスのRNA

　　ポリメラーゼと転写シグナルに関する研究

5．高度な多型を示すヒト核内DNAの進化遺伝

　　学的解析

6．霊長類のミトコンドリアDNAの多型と塩基

　　配列の解析

7．ヘモグロビンならびに自己免疫疾患の遺伝子

　　異常に関する研究

8．Aゲノムをもつイネ野生2倍種における葉緑

　　体ゲノムの分化

9．ウイルス遺伝f’トランスフェクト細胞を用い

　　たインフルエンザウイルス特異的キラーT細

　　胞クローンの解析

10．遺伝f’転写の緊縮缶｜1御機構の解析

11．ヒドラパターン形成機構の数理生物学的解析

12．ヒドラ散在神経系ネットワーク形成機構

13．昆虫卵殼タンパク質コリオンを支配する多頂

　　遺伝子族の進化と発現調節

14．ショウジョウバエの遺伝子組換えの分J’一細胞

　　遺伝学

15．培養ショウジョウバエ胚細胞分化の微細構造

　　的研究

16．転’tj：活性と鋳型DNAの超らせん構造

提案代表者名

磯野克己（神戸大・理）

土井良 宏（九州大・農）

木下俊郎（北海道大・農）

大　澤　 省　三（名占屋大・理）

植　田　信太郎（東京大・理）

野　澤 謙（京都大・霊長研）

仁保喜之仇州大・医）

’常　　脇　　’恒一郎　（京揃～大・農）

保

上

宮

小

坂

代

野

泉

康　　弘（大阪大・微生物病研）

淑　　人（東京大・医科研）

健次郎（東北大・電通研）

　　修（福岡女∫・大・家政）

坂U文吾∪し州大・農）

戸　り長　よし∫・（東京都立大・理）

大

橘

石 陸　生（神戸大・理）

秀樹（神戸大・ド1然科学）
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17．コムギ突然変異誘発遺伝子の発現とそのマッ

　　ピング

18．マイナス鎖RNAウイルス遺伝子の転写・複

　　製に関する研究

19．インフルエンザウイルスの転写及び複製機序

　　の解析

20．プロテアーゼ遺伝子におけるクリングル構造

　　の分子進化学的研究

21．核因子1（nuclear　factor　I）の精製およびそ

　　の遺伝子のクローニング

22．遺伝資源生物の画像情報のデータベース化に

　　関する研究

23．terコンジェニック系統マウス、の育成と解析

24．分子系統樹の作成における最尤法の理論的検

　　討

25．多型的逆位染色体の切断部域におけるDNA

　　レベルの構造解析

26．動物細胞における転写制御因子の解析

27．ヒト白1血1．病ウイルス遺伝r一発現の分子機構に

　　関する研究

28．インフルエンザウイルスRNA合成の調節系

29．インフルエンザウイルスRNA合成関連遺伝

　r・の温度感受性突然変異株の解析

30．ヒドラ細胞の超微細構造

31．マウス核小体DNAの抽出精製及びその構造

　　解析

32．枯草菌の胞子形成期に出現するシグマ因子

33．イネ自生集団における遺伝変異の保有機構と

　　入工的維持に関する研究

34．mRNAキャップ構造の形成機構と生理機能

野田和彦（横浜市立大・木原生物学研）

竹　内

中　田

高　橋

薫（国立予防衛生研）

進i（東京理科大・理工）

敬（島根医科大・医）

花岡文雄（東京大・薬）

斎尾乾二郎（東京大・農）

野　口　基　子（静岡大・理）

尾本恵市（東京大・理）

油谷朝子（大阪外語大・外国語）

半田　宏（東京大・医科研）

下遠野　邦　忠（国立がんセンター研）

畑　中　正　一（京都大・ウイルス研）

清水一史（日本大・医）

重中義信（広島大・総合科学）

鈴木　 仁（東京慈恵会医科大・医）

小林泰夫（広島大・生物生産）

米澤勝衛（京都産業大・国上不1」用開発研）

三　浦　謹一郎（東京大・1コ
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35．葉緑体DNA複製機構に関する研究

36．マウス胚発生の制御機構に関する遺伝学的研

　　究

37．大腸菌染色体の複製開始dnaA蛋白質の機能

　　に関する研究

38．ショウジョウバエにおける媒精反応の生化遺

　　伝学的研究

39．大腸菌のDNA複製におけるDnak蛋白質の

　　機能

大　山

酒　泉

山　口

浅　田

榊　原

莞爾（京都大・農）

　　満（財・東京都臨床医学総合6｝D

不1］　男（金沢大・遺伝f実験施設）

伸彦（岡山理科大・理）

祥公（国立予防衛生研）

　　　　　　　研　究　会　名

1．造rflL幹細胞増殖分化の機構の学際的研究

2．実験動物としての線虫の評価

3．ヒドラ多細胞体制ワークショップ

4．突然変異および発がんの抑制物質の作用機構

　　に関する研究会

5．遺伝子組換えの分f機構一バクテリアからヒ

　　トまで一

6．染色体操作法を用いた新育種技術の開発

7．イネ生産性の機能開発と遺伝子資源

8．集団遺伝学の最近の進歩

9．ウイルス遺伝r・の複製機構と進化

10．遺伝f操作を利用した蛋白質機能の解析

11．ショウジョウバエ分子遺伝学の新しい道

12．実験動物開発の新しい手法と哺乳動物遺伝学

　　の展開

13．栽培植物とそれに随伴した動植物をめぐる生

　　物複合の起源，分化ならびに伝播の研究

仁

鈴

澤

富

戸

木

蓬

向

中

橘

石

野

阪

保

木

田

田

張

下

原

井

Hl

和

村

本

提案代表者名

喜之仇州大・医）

撃之（東海大・医）

康次（東北大・電通研）

　　勲（静岡薬科大・薬）

よし子（東京都・7二大・理）

i’sf（a　　　j契1～　（」ヒ？f‘tj1宝大　・　珪是）

雄　三（名古屋大・農）

輝美（九州大・理）

　　進（東京理科大・理ll）

秀樹（神戸大・自然科学）

貞　男（お茶の水女r大・理）

達次（財・実験動物中央川）

寧男（京都大・農）
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大学院教育協力

　ll…ぽ遺1云学研’究所は，遺伝学に関する総合研究の中核としてjU・fJ利用に供するとともに，

研究者の．養成についても各大学の要請に応じて、大学院における教育に協ノJし，学生の研究

指導を行うことが定められている。　（IE匝学校設1置法第9条の2第3項，人学院設置基jll・第

13条第2項，い1、ン：大’Y：共1司不1」用機関組．織過〔営規貝1」第2条第3項）

　以上の趣旨をふまえて，昭和59年度から全い1の国・公・私立大学の大学院学生を受託”jS：生

として受け人れている。

研究指導を受けている受託学生たち

行 事

研究所の一般公開

　科学技術週ll｝1における行事の　’環として，各研究部門くノ）り蔓示皮び学二術日1∫演を行い、学術映

画を1・」映し，イll「’先所（／）打：1～を公開Lて　・般（ハ見学：に供している、、

公開講演会

　年1川．おおむね秋，東京で所Uを、　“ili．師として，　・般を対象に遺伝”｝ノ：公開品：演会を聞催L

ている，，

一一 ﾊ公開母：付風1｝1
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研究を促進するための活動

内部交流セミナー

　研究所内における研究経過を発表し討論する会で，盛夏の時期を除き毎月第1，第3金曜

日に開かれる。

抄　読　会

　新しい研究論文の抄読会で，盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれる。

Biological　Symposia

　外国の関係者来訪の際，随時開催，講演討論を行う。

日本遺伝学会三島談話会

　研究所並びに付近在住の会貝で組織され，原則として月11ul，研究成果発表とそれに関す

る詞’論を行うc，

内部交流セミナー

Blolo只lcdl　S＞mPoSい
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国際交流

・　　　　、
�G’，編n．、 ▲蹴懸．

　．　　　　　　　　　㍉

P、　　　c

h　、弛11－1”
V　　　　“．　　　　軸一’　・　・い．

　⑪’ @　　　　i　　　’“
ｻ　　　　　ゐf　’

　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　．

@　　一ﾝぷ，、「い□㍉．　　＿㍗，、．”，∨1
　　’　‘川

A備者、

マウス集団の分子
Universit6

細胞遺伝 Pierre 森脇和郎 生物学 昭60．2．25～

一自然集団におけ Montpellier　II

研究部門 Boursot るミトコンドリア 昭61．6
France

DNAの多型研究一

進化遺伝 李　元縞 渡辺隆夫 ショウジョウバエ 昭60．9．10～ 釜山大学校師範大学

研究部門 の進化遺伝学 昭61．9．9 大韓民国

微生物遺伝 丘　元盛 廣田幸敬 イネと細菌の共生 昭60．10．15～ 広東省微生物研究所

による窒素固定の

研究部門 研究 昭61．8．14 中華人民共和国

細胞遺伝 J6zefa 森脇和郎 妊性に関与する遺 昭61．1．30～ Jagiellonian

伝的要因：マウス University

研究部門 Styrna t複合遺伝子 昭62．1．29 Poland

細胞遺伝 Kiauw 森脇和郎 マウスとラットの 昭61．3．15～ Bandung　Institute

Nio of　Technology

研究部門 Tj　an 染色体の解析 昭61．6．12 Indonesia

微生物遺伝 Hong 廣田幸敬 イネの窒素固定に 昭61．4．22～ University　of

Xuan Hanoi

研究部門 Nguyen 関する研究 昭62．4．19 Vietnam

育種遺伝 Songkran 沖野啓子 タイ国におけるイ 昭61．9．10～ Department　of

ネの生態遺伝学的 Agriculture

研究部門 Chitrakon 研究の総括のため 昭61．9．24 Thailand

細胞遺伝 呉　祥林 森脇和郎 野生ネズミの遺伝 昭62．1．21～ 中国衛生部生物製品

研究所

研究部門 変異の研究 昭62．3．19 中華人民共和国

※　その他の外国からの主な来訪者数38名
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研究・特殊実験施設整備計画図と建設予定地

繊櫨■鋤■圃

圃o目暇薗■口

鴫■闘
X繊　　　　国

1［1

西側立面図

南側立面図

部設ViE止也
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